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発光性⾦属錯体，とりわけランタニド Ln(III)を発光中⼼とする Ln(III)錯体は有機 LED の

発光素⼦，ファイバー光増幅素⼦，レーザー素⼦として注⽬を集めている．これは配位⼦に

よる⾼効率 Ln(III)励起と Ln(III)中⼼の先鋭かつ⻑寿命発光を特徴としており，配位⼦と

Ln(III)との相乗的機能に由来するものである．発光波⻑は Ln(III)の選択により，強度の⾼

い発光を得るには Ln(III)の励起に適した配位⼦設計が重要となる．本テーマでは光の三原

⾊である⻘⾊・緑⾊・⾚⾊発光を⽰す固体錯体材料の創⽣を⽬標に掲げ，それに適した錯

体・配位⼦の設計・合成，錯体結晶の単離，構造解析，発光特性評価を⾏う．物質創⽣への

挑戦を通してその楽しみを共有できれば幸いである． 

 

 

図 発光性ランタニド錯体創⽣の概念 


